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近畿地方の

地殻とその

深部

宮村学･吉田史郎(大阪出張所)

はじめに

私達が住む地球は地震波が地下のある深さのところ

で屈折したり反射されたりする事実からその深さ

において密度のちがった物質がはっきりした境で接す

るいくつかの層から成り立っているものと考えられてい

る(第1図).1962～1967年に実施された国際地球内部

開発研究(UMP)では第1図に示された地殻の部分

の状態について研究が行なわれた.

この一環としてわが国でも深部構造の解明が1964年

に始められ日本列島をそれぞれが示す地質学的特質

からA地帯(東北日本)B地帯(中部日本)C地

帯(西南日本)の3地帯に分けて日本列島の深部構造が

解明された(第2図).

近畿地方は西南日本の地質学的特質を代表する地域

(C地帯)として取り上げられ地質学的地震学的方

法により解明が行柾われた.ここにC地帯の研究グル

'一プによる研究成果を中心にして近畿地方の地殻とそ

の深部について概説した.なお新第三紀の地殻は別

にした.
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地質学的に見た近畿地方

近畿地方では新第三紀以前に堆積した古い地層は

西南日本の島弧に平行に特徴的た配列を示し中央構造

線を挾んで内･外帯の地質系統が一貫して見られる(第

3図).さらに構造的には新第三紀以後の構造運動カミ

東日本(A地帯)や中部日本(B地帯)ではよくとどめ

られているが近畿地方(C地帯)ではそれによる影響

は若干であり基盤の古い構造の特徴はよく保存されて

いる.

新第三紀以前の堆積物はシノレリア紀中頃から中生代

初期にかけて存在し二畳一三畳紀にかけて起こった本

州造山運動で終畠､した本州地向斜と中生代中頃から古

第三紀にかけて地向斜をなした四万十地向斜に発達し

た(第1表).一方火成活動は白亜紀末から盛んになっ

た(第4図).

近畿地方の地殻

地殻は地向斜堆積物とその基盤からなる地殻とそれ

らの下位にくる“下部地殻"とから成り前者の新第三

紀以前に形成された地殻は本州立帯と四万十主帯に大

きく分けられさらに本州立帯

はその地質学的特質により6帯に
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第2図国際地球内部開発研究(UMP)で行な

われた日本地域の調査研究の位置図(日

本地城の地殻と上部マントルPartII
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四万十主帯は2帝に分けられる

(第3図).

新第三紀以前の地殻

1.本州主帯

中国帯

近畿地方の中国帯はその東端

部のみが見られここでは古生層

はほとんど見られ恋い.白亜紀

と新第三紀に噴出した基性･中性

･酸性のいろいろな火山岩･火山

砕屑岩とそれらの噴出と前後して

堆積した新第三紀の地層が広く分

布している.白亜紀の火山岩中

に避入し新第三紀の火山岩や堆

積皆に不整合に被われる花陶岩も

広く分布している(第7図).三�
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第3図近畿地方における新第三紀以前の古期岩類の分帯図

(日本地域の地殻と上部マントルPa並IIUMP
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尋丁磁器構造線/1万十主帯

郡変成岩という変成古生層は露出していないが地下に

は中国地方からの延長部があるものと推定されその時

代は明らかでない.おそらく二畳紀およびそれ以前の

ものと思われる.

第1表近畿地方の中新世以前の地史時代区分

絶対�区分�������

年代���本州立帯����四万十主帯�

m,y･�棚対�������

間万年�年代�堆積�火成�変成�構造史�堆積�火成�構造史

�繁中新世�浅海･湖成�Y�����

25������浅海�〉�

��堆積物�△A��造山�堆積物��

������十��造山

58�古第三紀�����四万十��pH

���十V���地向斜��万

135�白亜紀�浅海･湖成�△△十���の堆積��一1･

��俵積物��L,H.�造山���地

181�ジュラ紀��A���岩層��向

������?��科

230�三畳紀�浅海������

��一部地域������

��の瀞移梱���造山���

280�二畳紀�����十酸性迷入��

���A��本��V酸性火山活動�

345�石炭紀�刺11･1�企��州��△中性人一11活動�

��地向斜の���地���

��堆積岩層���向��ム塩茱性火山活動�

405�デボン紀����斜�L:低温変成��

425�シルリア紀�����H=高温変成��

���変成岩類��大���

���(基盤)��陸���

■

十十｡岬スｰ､“4

･･榊wギイ

1汰糾寧､ノ

＼r/

=･十/＼

0111制1

�

閂1咋弄㌻3

＼

囚･舳榊

口L_⊥_36n

舳㎜1舳

第4図後期白亜紀着類の分布(IKEBEandIcmKAwA1967)

I:後期白亜紀後期の和泉層群

G:後期白亜紀(一部前期古第三紀)の花闇岩

V:後期白亜紀の火山岩

R1領家花開岩と変成岩

舞鶴帯

舞鶴帯は北は中国帯南は丹波帯に接した構造帯で

島弧の方向に対して斜めに大略東北一西南に分布してい

る.この帯の特徴は夜久野遊大岩二畳紀後期に堆

積した舞鶴層群三畳紀前期一中期に堆積した夜久野層

群三畳紀後期に堆積した難波江層群が複雑抵帯状配列

を示していることである.舞鶴層群の中上部ではフズ

リナ化石帯の最上位を示し三畳紀の堆積層には多くの

二枚貝と少量のアンモナイトが含まれる.夜久野遊大

岩は勇断された花開岩と塩基性迷入岩およびこれに断層

で接するか又は貫入しているレンズ状の高変成の舞鶴変

成岩からなる.舞鶴変成岩は古生代後期の地向斜の基

盤が押し出されたものと解釈されその放射年代は230

～332m.y.とされている.各時代の地層の厚さは三畳

紀層およそ2,000m二畳紀後期の堆積層およそ1,500m

と計算され堆積層の最も厚いところでおよそ6,000m

とされている･地質構造は大きく見て北に急斜する多

くの断層で切られた複向斜を示す(第7図).

丹波帯

丹波帯は北は舞鶴帯に南は領家帯に接し非変成

または弱変成の厚い上部古生層によって占められている.

この上部古生層は丹波層群と呼ばれ主に砕屑岩チャ

ｰト海底に噴出した塩基性火山岩および石灰岩からな

る･大きく兄て丹波層群の下部は厚いチャｰト上

部は粗粒の砕屠岩(主に砂岩まれに礫岩)で特徴づけ�



られる.塩基性火山岩はこの層群の中部において基

性または中性の火山岩と火山灰の厚い互層を枚し下部

と上部では薄層または小レンズをなしている.丹波層

群は化石(フズリナサンゴ)から判断して二畳紀前

期から二畳紀中期に堆積した地層でこの層群の最下部

は化石は見られないが石炭紀後期の地層と考えられる.

この帯の西部では石炭紀後期を示すサンゴの化石が発

見されていることから充分に上記のことが推察出来るで

あろう.

化石の出る地層の最上部層の上にのる非常に厚い砕屑

岩層は二畳紀後期の地層と推定されている.三畳紀

後期を示す二枚貝コノドントが京都の西山山地で小

レンズ状の石灰岩から発見されたがその石灰岩の産状

は明らかで狂い｡また京都北部では礫岩の転石中に

三畳紀後期を示すモノチスカミ発見されるがその露頭は

不明である.これらのことは丹波帯南部には三畳紀

後期の地層が分布していることを物語るものであろう.

丹波層群の厚さはおよそ9,000mに達するものと思わ

れる.

地質構造は多くの断層を伴う東西方向の福曲構造を

示し福曲の波長は多くの場合10～20kmで八丁背斜

軸を伴う複背斜である.この複背斜の北の若狭地区と

南の京都地区では複向斜をなしている(第7図).

第7図の南北断面では丹波層鮮の基底部は地表面に

露出してい祖いカミ前述したように丹波帯西部では地

表面に露出している.このことから厚い石炭紀後期

の地層は地表面で見られる地層の下に整合的に連続する

ものと思われる.丹波層群とそれに整合的に連続する

地層(二畳紀層と石炭紀後期の地層)の厚さは約10,000

mに達するかも知れ狂い.この一連の地層の下には石

炭紀前期ないしシルリア紀中期の岩石もまたかくされて

いることが考えられその厚さは試算としておよそ

3,000m古生層の最下部は海面下10～12kmの深さに

達するものと推定される.

領家変成帯

領家変成帯は丹波帯の南に位置し変成堆積岩変基

性岩花筒岩から狂る.粗粒の変基性岩を除いて前

二者の原岩は古生層に由来し花開岩は白亜紀の深成岩

であると考えられている.

変成堆積岩は泥質岩･チャｰト･砂質岩･石灰質岩か

ら由来したものでそのうち泥質岩とチャｰトから由

来したものが他のもより多い.変成相は北部と南部は

緑色片岩相に中部は角閃岩相の最高部に属し近畿地

方の領家変成作用は中部において最高点に達した.変

成堆積岩は一般に顕著な片理と線状構造を示す.

変基性岩は細粒質で低変成度の弱い片理を示すものと

粗粒質で塊状のものがある.前者の原岩のあるものは

基性火山灰であるかまたは貫入岩であるのに対し後者

のそれはノｰライトまたは相対的に深成岩であると考

えられている.近畿では前者カミ後者よりも量的に多

くそれらの産状は前者が層状を後者が岩株またはド

ｰム状を呈する.

領家花開岩は一般に新しいものと古いものとの2つ

の型がある･新しい花筒岩の大部分は構造運動後に貫

入したがあるものは構造運動後期に貫入したかも知れ

ない｡古い花開岩は構造運動と同時に貫入したと解釈

されている.

新しい花嵐岩は大体塊状で成分的には花筒岩から花

庸閃緑岩へと変化している.古い花嵩岩は常に変成堆

積岩の片理に整合的な苦鉄質鉱物の平行配列によって示

される葉状構造カミ見られ成分的には花陶閃緑岩からト

ナル岩へ変化している.これらは高度に変成した変成

堆積岩または変基性岩と常に密接柾関係で産出する.

原岩の古生層の時代を明らかにするデｰタは領家変

成帯においては乏しいがまれに石灰岩レンズから二

畳紀を示すフズリナが見出されている.しかし石炭紀

を示すものは見出されてい狂い.原岩の古生層の厚さ

は明らかでないがおよそ6,000mとされている(第7

図).

中央構造線

中央構造線は三波川帯(外帯)と領家変成帯'(内帯)

を分ける顕著な断層線で中性代以後の長くて複雑な

歴史を示しちがった時代のいろいろな断層の集まった

ものである.近畿の西部ではこの断層線の北側にお

いて白亜紀後期の和泉層弾が領家変成帯の火成岩を被い

一方南側では鮮新世の菖蒲谷層が三波川帯を被うている.

ここでは中央構造線は鮮新世以後の衝上断層を示して

いる(第7図).

和歌山県粉河町から大阪府岸和国市間の南北方向の地

震波探査と地質調査の結果は第5図に示されている.

構造線の南の1.7～1.8km/secの地層は菖蒲谷層で層厚

およそ100mこの層の下は和泉層群と三波川変成岩が

強く破砕された表面付近と考えられている.これらの

地層の基底部の最深部は地表面下およそ900mで中央構

造線が通過すると推定される位置に当る.5.3km/sec

の地層は和泉層群に他方6.o～6.3km/secの地層は

三波川変成岩に当りこの両者の境界は北に向ってゆる

やかに傾斜する傾向がある.このことは中央構造線が

地表下1k血で低角度になることを意味するかも知れな

い.�
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第5図

和歌山県粉河町を通り

中央構造線を南北方向

に横切る地震波速度の

断面
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MTL中央構造線

一

巛

主帯と四万十主帯の漸移帯を示している.北帯と中帯

三波川変成帯は二畳紀層が榴曲した白亜紀層により傾斜不整合で

三波川変成帯は中央構造線の南に広く拡り緑色緑被われるので白亜紀以前と以後の2つの時期の構造運

泥石一角閃石海緑石などの結晶片岩からなる･これ動が識別される.前帯は二畳紀層がジュラ紀後期の堆

らは石炭紀から二畳紀初期の優地向斜に堆積した堆積岩積岩層によって傾斜不整合に被われより古い構造運動

から変成したもので原岩の岩質によって5層に分けらを示している.前帯の地向斜堆積岩の正確な時代は下

れ上位から下位へI皿皿IVVとされている･明であるがおそらくジュラ紀後期以後のものと考えら

れ四万十主帯に主として分布する中生代中頃から古第

I層:主に基性海底火山岩でチャｰト石灰岩蛇紋岩三紀(中新世を含む)にかけて存在した四万十地向斜

輝緑岩斑紡岩を伴い!00～1･000mの厚さを示すの堆積岩層の初期の発達を示すものであろう.

■層:岩質的にはI層と余り変ら泣くI層との正確祖関係

北帯と中帯の間に四国の黒瀬川構造帯の延長と思われ

も明らかで狂いが一連の地層に属するものと考えら

れI層に比べ若干古いらしい薄いチャｰトと泥質るところにシノレリァ紀中期を示すサンゴ化石を含む結

岩を伴う厚く榴曲した塑性海底火山岩から帥若干晶質石灰岩を花嗣閃緑岩が捕獲している.花闇閃緑岩

の蛇紋岩と滑石を含み100～2･000mを示すの放射年代はRb-Sr法で434m,y.を示している.

皿癩:主に泥質岩で基性海底火山岩とチャｰトからなり

秩父帯におけるシルリアｰデボン紀の地層の厚さはお

1,000～3,000m

W煽:泥質岩壁畦海底火山岩チャ_ト砂岩で500～よそ1･000m石炭紀前期の地層は明らかでない石炭

1,500m紀後期の地層の厚さは北帯でおよそ1,600mであるが

Y層:主に砂岩で泥質岩を伴う500～700m一般に1,000mを超えない.二畳紀層は北･中･前帯

でそれぞれおよそ3,000m1,500㎜2,000mの厚

地層の変形のため始めの層厚は計算し難いが全層厚はさと考えられ前帯における未詳中生層は600m以下

2,200m(背斜部)と8,000m(向斜部)の間であろうとジュラ紀後期の地層は300mの厚さと推定されている.

されている一構造は北部と南部は向斜中央部は背斜北帯と中帯の白亜紀層の基底の最下部は海面下1,500m

構造をだし秩父帯との境界では背斜を示している(策を超えないであろう(第7図).

7図).北部と南部は地向斜の沈降地域と考えられチ

ャｰトは塩基性または超塩基性岩に密接に関係して堆積2.四万十主帯

している.南部の向斜地域の海底火山作用は北部のも四万十主帯は中生代と新生代初期の厚い地向斜堆積物

のよりも浅海において発生したかも知れない.最南部の広範な発達によって特徴づけられ仏像構造線によっ

の背斜帯は秩父沈降帯から三波川沈降帯を分離した海て本州立帯と分けられる(第7図).四万十主帯は御

中の優地背斜であったことを示し中央部の背斜帯は均一新構造線により目高川帯(北側)と牟婁帯(南側)

粗粒の砕屑岩で占められる海底隆起帯であったことを矛に分けられる.目高川帯は地向斜性の中生代の堆積物

す(第7図).からなり一方牟婁帯は古第三紀と中新世初期のフリッ

シュ様の互層を示し僅か汰火山灰を伴いチャｰトを

秩父帝伴わない.

秩父帯は三波川変成帯の南に位置する非変成帯で古

生代後期の優地向斜の堆積岩層と中生代の海成層の複日高川帯

雑な帯状構造によって特徴づけられる.目高川帯は非常に少ない化石により白亜紀層である

秩父帯は北･申･南の3帯に分けられ前帯は本州ごとカミ明らかにされたが地表では白亜紀以前の中生層�
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第2表近畿地方の地震波速度による地殻区分

地層区分�地震波速度km/sec�深度

第1層�Vp筥5.5�3㎞まで

第2層�Vp=6.1�16㎞まで

第3層�Vp=6.6�39㎞まで

第4層�Vp=8.O�マントル

(藤田･岸本ユ974)

は露出していないようである.目高川層群は砂岩

頁岩およびフリッシュ様の砂岩と頁岩の互層からなり

下部と中部にレンズ状チャｰトを伴う基性の溶岩と火

山灰中部と上部に酸性火山灰を挾む.この層群の中

部と上部からそれぞれ白亜紀中期と後期を示すイノ

セラムスカミ下部層の最上部から前期白亜紀の後期を示

す浅海性の二枚貝が産出する.したがって目高川層

群の最下部は前期白亜紀の中期より古いかも知れない.

地質構造は一般的傾向として北に傾斜するが小榴曲

向斜榴出走向断層などで反復し層厚を修正すること

は困難である.大ざっぱに上部は3,000～4,000m下

部は1,500mの厚さが算定される.古生層と三畳紀一

ジュラ紀層は露出していないため厚さの算定は困難で

あるが古生層は2,000～3,000m三畳紀一ジュラ紀層

は1,500～2,000mほどと考えられる.

牟婁帯

牟婁帯の白亜紀前期の堆積岩層を牟婁層群と呼び下

おとなしうげ

から上へ音無川一牟婁四村川一牟婁請川一牟婁の3

亜層群に細分されている.音無川一牟婁互層群は主に

頁岩と細粒のフリッシュ様の砂岩と頁岩の互層からなり

まれに赤色または緑色の頁岩を挟み化石はないが層序

学的に始新世と考えられている.

耐1

本州.ヒ俳

亭

第6図

戸

工

�

x〆

マ

柵

佃
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第7図の断面位置図(日本

地域の地殻と上部マントノレ

�牴��偃�潮攀

1973)I皿皿]yVV[W佃は

第3図と同じ

四村川一牟婁と請川一牟

婁の両亜層群はフリッ

シュ様の砂岩と頁岩の互

層からなりしぱしぱ塊

状砂岩と礫岩を挟み分

化石から漸新世一中新世

前期の堆積岩層と判断さ

れている.

牟婁層群は相対的に大

きな規模の複雑抵榴曲を

桂し12,000mの層厚が

推計されている.牟婁

帯の東と酉には中新世中

期の熊野層群と田辺層群

が著しい傾斜不整合で牟

婁層灘を被いゆるやか

に海側へ傾斜し厚さ3,

000mほどを示している.

牟婁層群下の基盤岩は地表面に露出していないので

正確な厚さを知ることが出来ない一般的には目高川帯

におけるよりも薄いと考えられている.

この他南から北へ運ばれた外来的なオｰソコｰツァ

イトが分布しているところから四万十地域の南縁に

先カンブリア紀の堆積系のコｰツアイトと花闇岩カミ基盤

をなし中新世前期を通じて消滅したと思われる山地が

あったと考えられている.

地向斜の基盤と“下部地殻"

近畿地方の地殻構造を知るために倉吉一花房爆発観

測が行なわれた.その結果は第2表に示されそれに

よると第1層と第2層は上部地殻第3層は下部地殻

第4層はマントルに相当すると解析されている.した
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第3表近畿地方の地殻の厚さ

地殻

第4表近畿地方の基盤岩の年令

区

地向斜堆積物

基盤と下部地殻

地殻全体

本州立帯1

6～12㎞

23～27㎞

30～39㎞

四万十主帯

10～16㎞*

14～20㎞

25～30㎞

備考

*四万十地向斜の基盤

を含む基盤の厚さ

2～4㎞と推定され

ている

がって地域によって多少の差はあるが上部地殻は

16km下部地殻は23k㎜の厚さがあるものと思われる.

つぎにこの爆発観測の結果と地質断面との総合され

たものを第7図に示した.この図は近畿地方における

地殻とマントノレの境界面モホ不連続面の深度について

第6図に示した断面に沿って示したものである.この

図から推測されるようにモホ不連続面は中国･舞鶴･

丹波の各帯の下では海面下およそ37～39km領家帯

に向って上昇し三波川･秩父･目高川の各帯の下では

およそ30km牟婁帯の南端太平洋岸付近の下で海面

下およそ25k㎜さらにその海岸からおよそ50k蛆沖

の熊野灘では海面下1出mの深さにあるものと考えられ

ている.もし第7図に示したようにモホ不連続面が

あるものとすれぱ地向斜堆積物下の地殻の厚さは本

州立帯の下よりも四万十主帯の下の方が薄いことカミ指摘

されるであろう(第3表).

李州地向斜の基盤岩はシルリア紀中期以前まで大陸

であり主として変成岩類および花開岩類から成り立っ

ていると推測され一方四万十地向斜の基盤は古生

層および中生代前期の堆積岩でありその下位に上述の

変成岩類および花観岩類カミ存在するものと考えられてい

る.これらの基盤岩の放射年代は第4表に示されてい

るがこの数値のうち1,640～1,782m.y･は先カンプ

帯�磐石名�方法�年令�

���m･y･�著者

舞鶴帯�石墨雲母片岩(舞鶴変成岩)�Rb-Sr�332～306�

��K-Ar�205�早瀬･他1967

美濃一丹波帯�シリマナイト片麻岩�K-Ar�1,660�

�(二畳紀層中の礫岩)��～1.640�柴田･他1971

領家帯�縞状片麻岩(領家変成岩)�207206��

��P1〕/Pb�1,782�眉坂･1969

秩父帯�閃雲花崩閃緑岩�Rb-Sr�434�早瀬･他1967

(松下ユ971一部加鐘)����

早瀬他1967

他1971

早瀬他1967

1鰯1陸域

鰯･海域

口･湖

鰯･浅海

国･火山活動

第8図

中新世の古地

理変せん(a

からCへ)

(HU刎TA1962)

メ

(松下ユ971一部加筆)

リア紀に相当するものと考えられ基盤岩には先カンブ

リア紀の岩石の存在も予想される.

第7図に示された地向斜堆積物の地殻の下は前述の

基盤岩･中生代中期から中新世初期にかけて活動した花

嵩岩の“根"およびvp=6.7友m/secを示す斑板岩と他

の火成岩から成り立っていると考えられている.

新第三紀の新しい地殻は中新世に海進が起こり上

述の地殻の上に形成された.

新第三紀の地殻

近畿地方では中新世に入って太平洋岸から瀬戸内を

通り貝本海に達した海進がありこの海進によって美濃

･丹波山地や紀伊半島などの隆起帯からは砕屑物が供給

され新第三紀の地殻カミ形成されたとされている(第8

図b).新第三紀の地殻はその分布地域により山陰･

北陸区瀬戸内区南海区の3地区に分けられる(第9

図).

山陰･北陸区

山陰･北陸区にはおよそ2,000～3,000mの厚い地層が

ム

北イ

.伽2戸

野灘聯灘

落

第9図西南同本新第三紀層の分布(HU田ITム1962)

1.瑞浪層群2.鮎何層灘

5.設楽層群6.師崎層群

9.藤原層群10.神戸層群

13.宍道層群14.北低層樺

17､熊野層群18.田辺層群

3.綴喜層群4,富草層灘

7.一志層群8.山泊層群

11.帯江･浪形層12.備北層群

15.八尾層群16.倉真･西郷層群�
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堆積し流紋岩～安山岩質の火山岩および火砕岩類を多

量に含み複雑な構造を示す中新世の地層が発達してい

る.この地層は岩質･構造が東北日本のグリｰンタフ

と全く同じゼあることからこの地区はグリｰンタフ地

域の延長と考えられている.しかし火山活動･地層

の厚さは東北日本のものと比べてはるかに劣っている.

近畿地方では兵庫県北部丹後半島舞鶴市東北に

かけて白亜紀の花嗣岩と酸性火山岩類の矢田川層群を

基盤として新第三紀の火山岩およびその砕屠岩を主体

とする地層が広く分布している.これらの地層は第5

表のように一括され下位から上位へ北但層群と不整合

を挾んで照来層群に分けられている.

北低層群は始め岩相変化の著しい粗粒の砕屑物花

開岩質砂礫さらに玄武岩質の火山円礫が堆積し(高柳

累層)続いて起こる火山活動の前ぶれとも考えられる現

象が見られる.次に火山活動の激しい時期が到来し塩

基性火山岩やその砕履物が水中に沈澱し火山活動の末

期には陸上にも埋積した(八鹿累層).その後しばらく

堆積作用が中断しふたたび基底礫岩の粗粒堆積物から

堆積が始まり中性･酸性の火山岩およびその砕屑物の

噴出がありそれらの大部分は陸水域(湖水)に沈積した.

その後ふたたび砂岩･礫岩の堆積がありビカリヤ･カキ

などの海棲貝化石を含みさらに漣痕･生痕などが多数

見られることからこの地層は浅海性堆積層と考えられ海

進の前ぶれカミあったことを物語る(豊岡累層).次に海

進は本格的にたり同時に地殻変動が起こり堆積盆は

隆起部によって内陸部と海岸部に分かれた.内陸部に

堆積した地層(村岡累層)は細粒質の砕屑岩から成り

海岸部のそれは(網野累層)火山岩質が多く含まれる砕

屑岩から成り両者とも有孔虫二枚貝などの海棲動物

化石を含み中新世中期から後期を示している.それ

らと前後して丹後半島には安山岩質火川若およびそ

の砕屑岩の活動があり前述の網野累層を被っている

(丹後累層).丹後累層の埋積後山陰地区は陸化した.

中新世末期から鮮新世中期にかけて山陰地区は火山活

動が活発になり酸性火山岩およびその砕屑物の噴出で

始まり中性火山岩およびその砕屑物の噴出で終了する

一連の火山活動があった(照来層群).山陰地区はそれ

以後も火山活動が引き続き鉢伏山の安山岩玄武洞の

玄武岩において見られるように中性～塩基性の火山岩

が噴出した.

瀬戸内区

瀬戸内区のものは山陰･北陸区よりも層厚は薄く

一般に1,000m以下でまた火山活動も広範囲なもので

第5表北但･丹後地域層序概要(池辺･弘原海･松本1965)

�隼代区分���地層区分

(現世)1�K���沖鎖層および浜砂･新砂丘砂

����■■■.

殻�J里～K���玄武洞火山系玄武洞玄武岩類

新�J�担いせん��

��大山火山系��日砂丘砂及ぴ段丘礫楓

世�I���鉢伏山安山岩類

�I一�榊��

鮮�II2���^舳^州vおヒろ

新����小代累屈

世�H1�てら匠��

��照来層群��春来累層

�G～H2���高山系屈

����､M

中�G��城�丹後累層

��北�崎�

新���亙巨�村岡累固･網野累臓

��但�周�

�篶�層�群�豊岡累鰯

�`1I''��州�舳

世����

�F!�群��

��燃《燃��

�中�自堕紀��

先��後期大��山陰型花儲岩類

新�生�⊥1岩類��矢田川層群

第一�代�w}記��､キ

二����蛇紋岩類

紀�吉生代���古生層および三郡変成岩類

なく地域的狂ものであった(第8図｡).現在の瀬戸内

海は瀬戸内区の沈降帯の名残りであるが中新世の第一

瀬戸内海と呼ばれる時期には瀬戸内海は伊勢湾から日

本海までつ租がっていたと推定されている(第8図b).

その後全般的な陸化の時代があり瀬戸内火山系の活動

があった(第8図｡).瀬戸内地区はふたたび海進を受

け第二瀬戸内海の時代へと変遷していった.

瀬戸内新生代の地層の共通した特徴として

1)地層の厚さポ薄く岩相の側方変化が著しい

2)著しい櫓曲構造が見られない

3)層序関係において不整合現象が数多く見られる

4)基盤の著しい起伏によって地層が各所で急激に基盤に接

し尖滅する

などが挙げられておりこの他に地域的な特徴も見られ

る.瀬戸内中新世の地層は内海に堆積した浅海性

(一部は湖沼性)堆積物から成り瀬戸内火山系は讃岐

岩と含柘榴石安山岩によって特徴づけられ流紋岩一安

山岩質の火山岩とその砕屑岩を主体とし湖水性の砕屠

堆積物を含んでいる.

瀬戸内区の浅海性堆積層は白亜紀以前の古期岩類を

基盤として堆積したがその後侵蝕作用により削剥さ

れ現在では山地の縁辺地域山間盆地に小規模に露出

するかまたは断層に挟み込まれて現われいづれに

しても分布範囲は小規模である.これらの地層は東か

ら西へ三重･滋賀･京都･奈良･兵庫の各府県に断続し

て分布し礫岩砂岩泥岩校との砕屑物から成り凝�



灰質のところも多く薄い凝灰岩も見られる.地質構造

は一般に基盤の起伏を反映した構造を示しまた基盤

と断層で接することも多い.化石としてはツリテラ

ビカリアビカリエラトシニアミオシプシナオペ

ノレクリナなどの暖海性動物化石を含んでいる.浅海性

堆積層は貝化石群集からの海進･海退のサイクル岩

相の類似性凝灰岩層などから第10図に示されるような

対比がたされており東海近畿中国にわたり海の進

退のあったことが示されている.

中新世後期と思われる頃に瀬戸内区は陸化し二上

山で代表される瀬戸内火山系の活動流紋岩･灌青岩の

噴出に始まり黒雲母一角閃石安山岩最後に讃岐岩の噴

出で終る一連の酸性一中性火山活動がありこの活動に

よる火山噴出物が領家帯の上にほぼ100m間隔で東西

に並列する淡水湖に埋積された.中新世後期から鮮新

世にかけて三重一奈良県境付近を中心として8桝α死

恋どの植物遺体やCα〃α↓伽肋刎ろ脈珊･5αの花粉群

で特徴づけられる湖成層が前述の浅海性堆積層や領家変

成岩類の上に不整合に堆積した.その後この湖成層

は前述の二上山で代表される火山活動とは若干新しい

室生火山系の活動による流紋岩とその砕屑物により整

合的に被われた.

瀬戸内区では中新世後期まで海進があり中新世後期

から鮮新世にかけて陸化し瀬戸内火山が活動した.

その後鮮新世から更新世にかけてふたたび海進があり

第二瀬戸内海の時代へと変遷していった.

南海区

南海区の新第三紀層は中新世前期の構造運動によっ

て四万十累層群が榴曲･隆起して出来た堆積盆に堆積し

た海成層で中部近畿九州の太平洋岸にそれぞれ独

立して分布している(第9図).

近畿地方では紀伊半島の西側と東側に中新世前期

の終わりから中期の初めにかけて堆積したと思われる地

層が分布しこれらは火山噴出物を殆んど含まず礫岩

砂岩泥岩などの陸源砕屑物からなりおよそ3,000m

の厚さを示している.紀伊半島西側のものは古第三

紀の牟婁層群を基盤とし太平洋に向って扇状に開いた

形で分布し海岸に向って順次上位の地層が重なる単斜

構造を示すが一部では東西方向の軸をもつ榴曲や断層

が見られる.岩相は前述した通りであるがこの地層

の堆積の末期には小規模であるが礫岩層が堆積している.

化石としてはツリテラアナダラなどの浅海性貝化石を

含む(田辺層群)(第11図第6表).

紀伊半島東側のものは大局的に北北東一南南西方向

の軸をもつ舟盆状構造を示し中新世後期の熊野酸性岩

体によっていくつかのブロックに分割されている.こ

の地層は炭層石灰岩層を挟む点前述の西側のものと異

なり温暖性の貝化石や植物化石を含む(熊野層鮮)(第

11図).上述の両者は浮遊性有孔虫から中新世前期の初

めから中期に堆積したと考えられこの両者が堆積した'

のち中新世後期に酸性火成活動一流紋岩に始まり花開

斑岩で終る火成活動一により熊野酸性岩体が熊野層群を

貫ぬいたとされている.
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第6表山辺層群の層序(品川1958)
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牟婁地帯の地質図(HARATA1964)

B:斑紡岩輝緑岩Ka:グラノファイア黒雲母花嗣蟄岩

遇晶質黒雲母流紋岩K:熊野層群TK:田辺･鉛山層群

U:湯崎請川Ym:比曾原累層Y:四村川一牟婁互

層群Ys:静川累層Yy:安川累層Y:松ノ前累層

Yo:追川累層Y(m):四村州一牟婁互層群の泥質累層

Yka:川湯累層Yh:平瀬累層Yku:久留美累層

Y(s):四村川互層群の砂質累層O:音無川互層群とその相

当相宜:中生層

むすび

近畿地方を構成している地殻について国際地球内部

開発研究(UMP)C-Zoneの研究成果を中心に紹介し

た.これらの成果のうち深部地殻の岩石については

地表面の露出がきわめて限定されていることから詳細

を欠く面のあることは否めない.しかしながら地震

波速度と非常に限られた深部地殻の岩石露頭の情報によ

りある程度深部地殻の状態が推測出来た成果は大きく

地球科学の進歩に伴って地球内部の状態がより一層詳

細に究明されこるとが期待されるであろう.
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